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2層 DLCコーティングによる塩酸に対する金属材料の耐食性評価 

Anticorrosion of double-coated DLC coating in HCl solution 
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1. まえがき 

 近年、電子産業や医療分野の発展により金属材料の重要性が再認識されている。金属材料の高

機能化や長寿命化へ向けた研究が推進している。そのため、DLC コーティングによる金属材料の

耐食性向上を模索した。本研究では、医療機器で使用される金属材料の洗浄環境での応用を考慮

し、試料を酸に浸漬後、溶出した金属イオン量を測定することで DLC コーティングの腐食に対す

る特性について検討した。 

2. 実験方法 

 本実験では、SUS304 基板（90mm×10mm×1mmt）上にイオン化蒸着法を用いて DLC コーティ

ングを施した。DLC コーティング回数による金属イオンの溶出量の変化を検討するために、母材

である SUS304 (SUS) 及び 1 回コーティング (SDLC) 、2 回コーティング (DDLC)試料を準備し

た。腐食性の評価は「JIS T 0304金属系生体材料の溶出試験方法[1]」に則って行った。誘導結合

プラズマ発光分光分析法（ICP-OES）を使用し、各溶液に溶出した金属イオン量を測定した。特

に、SUS304の主な構成元素である鉄 (Fe)、 クロム (Cr) およびニッケル (Ni) の溶出量に着目し

た。 

3. 実験結果 

 ICP-OES による浸漬試験後の各溶液に溶出した金属イオン量の測定結果を Table 1 に示す。

SUS304の主要構成元素である Feイオンの溶出量を比較すると SUSは 513 ppm、SDLCは 271 ppm、

DDLC は 1.71ppm であった。2 回 DLC コーティング試料は Fe イオンの溶出量が急激に減少する

ことが分かる。DLC 膜が化学的に安定で

あるため SUS基板からの金属イオンの溶

出を低減させたと考えられる。また、複

数回コーティングすることにより、DDLC

は SDLC よりもピンホールが減少したた

め各金属イオンの溶出量が低減したと考

えられる。 
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Table 1 Amount of metal ion from SUS, SDLC and DDLC 

 Fe Cr Ni 

SUS 513 120 51.4 

SDLC 271 61.6 27.8 

DDLC 1.71 0.395 0.192 
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